
盛岡地区 資料1-1
第16回（令和4年度）盛岡地区かわまちづくり懇談会 意見と対応方針

開催日時：令和5年2月14日(火) 10:00～12:00
開催場所：岩手河川国道事務所 2階大会議室
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■開運橋も立派にライトアップされており、それが木伏のライトアップと非常に
マッチして良い。ところでライトアップは誰が取り組んでいるのか。
■木伏緑地の利活用の一環として、開運橋のライトアップも非常に大きな要素の
一つだと思う。そこは一体で考えていくことが大事である。

■かわまちづくりに関しては、内容が非常に豊富なことを実施していると思う。
一方で認知度が低いとも個人的には感じているが、事務局で感想又は手応えを
教えていただきたい。

■オープン化には賛成。5年前に盛岡に来たが、ここに住んでいる人たちがそれ
ほど川の魅力に気付いていないと感じている。オープン化して様々なことが行わ
れることにより、自分たちが、川が身近にあることによる魅力を再認識するきっ
かけにもなるのではないか。

■オープン化する際はスキームが記されているが、何らかの体制、手続が必要な
のか。
■オープン化によって、まちが壊れたりする事はよくないが、逆にしっかりとその
辺を守りながら、より生かして活用していくのであれば進めたほうがいいのでは
ないか。

主な意見

① 水辺空間の利活用および持続的な管理手法に関する事項について（規約第3条（所掌事項）2および3）

事務局からの対応

■開運橋のライトアップは、盛岡市が取り組んでいる
（会議当日の回答）。

■マップをもっとＰＲすれば欲しいという方々がもっ
と増えていくと思う。定期的には増刷を行い、追加
の配布も続けている（会議当日の回答）。
■ＨＰではなく、ＳＮＳのほうが非常にタイムリーにい
ろいろ情報が走り回っているので、うまく使って行
けたらと考えている（会議当日の回答）。
■インバウト化に向けたサインやパンフレットを作成
できるよう予算要求している（その他対応内容
（案））。

■盛岡市は、オープン化に向けて活動団体や国と取
り組んでいく（対応内容（案））。

■懇談会や勉強会のような、様々な立場の方々が参
画している会が既にある。そうした方々が、これまで
に行われてきた取組や活動が良いとなれば合意が
得られたという形になる（会議当日の回答）。



■オープン化の申請主体は盛岡市になると思うが、申請の際、日常的な維持管理
を全て市が担うというところに限界があり大きな課題でもある。
■収益が得られれば日常の維持管理に補填出来る可能性もあるので、地域の方
や民間と一緒に取り組んでいく必要がある。
■懇談会のような場をうまく主体にしながら区域設定を行い、協議会の形で主体
を考えながらオープン化のビジョンを計画にまとめていく必要があると思ってい
る。

■ウェブアンケートの中で、今後北上川、中津川でやってみたいことの中に、ウ
オーキングとランニングの割合が非常に多いが、どこかを起点にした距離表示が
あると利用しやすい。
■市のスポーツ推進課が健康ポイントがたまる「ＭＯＲＩ―ＷＡＬＫＥＲ」というアプ
リと連携できるといい。
■河川沿いを含むモデルコースをつくって、それをアプリの中でも紹介すれば、
川辺に来るきっかけとしては分かりやすい。

■北上川も中津川も活用するにあたって大きな障害になっているのが草の問題
なので、これを行政と市民が連携してクリアできるようにしたい。

主な意見

① 水辺空間の利活用および持続的な管理手法に関する事項について（規約第3条（所掌事項）2および3）　　【 続き】

事務局からの対応

■盛岡市で区域指定について検討中（対応内容
（案））。

■「ＭＯＲＩ―ＷＡＬＫＥＲ」のアプリは今まさに実際に
稼働しているので、そことうまく連携する可能性はぜ
ひ考えていきたい（会議当日の回答）。
■距離表示は、盛岡市としては今後検討したい（会議
当日の回答）。
■距離表示については、岩手河川国道事務所もお手
伝いできるところは実施していきたい（会議当当日の
回答）。

■機械の貸し出しができるように引き続き予算確保
に向けて取り組んでいく（対応内容（案））。
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■北上川フェスタでのパネル展示は非常にいい取組だと思う。取組の発信とい
うのは非常に重要だ。
■若い方が育たないとかいった問題点についても、例えば小学生くらいの小さ
い子供たちのかわまちづくりに対する認識というのが少しでも認識が変われば、
複合的に若い方が育つと思う。
■草刈りなどの人員的な確保をするには、人を呼び込む公益性の高い事業も進
めていかなければいけない。

■ミズベリングというのは、先端を行っている感じの全国的取組であり、水辺で
の飲食を含めていろんな活動を楽しもうというところで、若い人が好きなテーマ
なのではないか。
■ミズベリングの潜在的なニーズはありそうな気がするので、それを少しずつか
わまちづくりサイドに巻き込んでいって、日常的な活動にぜひご参画いただくよ
うな流れをつくれるといい。

■北上川と中津川で利用形態が違うところが面白い。いろんな特徴や顔があり、
いろんな使われ方のある川をアピールすることが大事である。
■水面の利用は、むしろ中津川が多いという話で、中津川での水遊びといった使
われ方もアピールしてもいいと思う。

②その他かわまちづくりの目的に資する事項（規約第3条（所掌事項）4）　　（対外的発信状況を含む）

■ミズベリングについては、活動団体を支援してい
く（対応内容（案））。

■若い人が育つ取り組みについて、勉強会等で議論
していく（対応内容（案））。

■北上川と中津川のアピールの仕方は、その特徴を
踏まえて工夫していく。

主な意見 事務局からの対応
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